
 

 

世間か人間か  

もし、私が他の仕事をしていたら絶対に聴けないお話しが、カウンセリングルーム

では当然のように話題に上ります。誰にも言えない話ができる場所だと仰る方があり

ます。 

 『秘密』 というものには、周囲から封じられて閉じ込められるものと、ご自身で閉

ざされて封じられるものがありますが、いずれの秘密』 も、こころを窮屈にし、生

きることを不自由にしてしまうようです。 

 

 誰かのために秘密』 を抱え守ることで生きる力を得る人もありますが、秘密』 

を背負うことの重さに耐えかね、心身に不調を起こしたり、自らを傷つけるような行

動に向かうこと人もあります。『秘密』 という名の箱に閉じ込められたものは、ただ

の情報ではなく「誰かの強い思い」です。その思いの在り様が、人の命を強くも弱く

もしてしまうのです。 

 

 そんな秘閉じ込められた思い を解放するために、人類はカウンセリングというも

のを編み出したのかなどと時々考えてしまいます。 

私のいうカウンセリングとは秘心理療法 を指します。心理的な問題には、科学や法

律やさまざまな常識的なアプローチが通じないことがあります。 

そんな姿の見えない、けれども誰かが確実に困り、苦しんでいる問題を、紐解く方法

が秘心理療法 なのです。 

 西洋で生まれた心理学を使い日本人のこころを扱うことに私は慎重です。日本人の

持つ独特で繊細なこころについてあなたは考えたことがあるでしょうか。例えば、「私

はこういう人間です」ということを言われたとき、私は二つの感性を思います。一つ

は純粋な自己主張であり、もう一つは帰属意識です。 

 

 私たちが秘人 ではなく秘人間 という言い方をするとき、等身大や、ありのまま

の自分自身というよりは、少しだけ「こうあるべき」という気持ちが含まれるのでは

ないでしょうか。更に掘り下げると、「こうありたい」という理想や願望もあれば、

「こうなれない」という反発や寂しさが混じっていることもあります。 

 元々秘人間 という言葉は秘世の中 を意味する単語です。人と人との関係性と、

それによって生じる社会の在り方のことを指して、本来は秘人間（にんげん・じんか

ん） と呼んだものです。漢字で書くと、犬や猫と同じく一文字で秘人 と表現でき

るものをあえて、「人は」と言わず「人間は」という言い方をするときには、少なか

らず秘世の中 や秘世間 という背景を描いたうえでの秘人 について語っているの

です。 

 



 

 

二つ目にあげた秘帰属意識 とは、この秘世の中 や秘世間 に対するものです。自

分の中にある秘世間 という感覚に照らし合わせて自分がどういう立ち位置にいるか、

或いは、自分が秘世間 からどういう風に扱われていると感じているかが「私はこう

いう人間です」という発言から伝わってきます。 

 

 

 日本人くらい世の中の様子を気にする民族もいないのではないでしょうか。新型ウ

ィルス感染症対策をみても、世界各国の対策はさまざまでそれぞれの国民の自己主張

の形がそのまま国家の方針に現れています。統計データや医学、感染症学、経済活動

などから具体的な対策が実施されます。もちろん、意見の対立もありますが、むしろ

議論しながら対策が変化しています。しかし、日本人が実際に一番気にしているのは

数字でも学問でもなく、秘世の中 の動きや、秘世間 の声のようにうかがえます。

先日、ある有名な精神科の先生が「マスクは効果も意味もなく、むしろ身体に悪いの

で、外して診察をする、了承いただけない場合は当院は受診できない」と張り紙を貼

られているの見かけました。私は論理的には納得しながらも、世の中的に心配になっ

たのでした。 

 

一概には言えませんので、秘私がお会いする外国人 という括りで言いますが、この

人たちにとっての秘世の中 とは、自分が利用する場であったり、状況によって使い

わけられたり、なにより自分から働きかけることができるものと考えています。対し

て日本人は秘世の中 は変わらない、変えられない、従うしかないと思いがちです。

そうは思わず、上記の外国人的な振る舞いで秘世の中 に接していると、秘世の中代

表 を自認する人たちから、変わり者として扱われてしまうようで、よくカウンセリ

ングで話題になります。 

 

 世の中に対する帰属意識の強さが、そうではない人のことを許せなくなってしまう

のでしょうか。他人を過剰に注意して回る秘〇〇警察 と呼ばれる人たちも、お話を

うかがってみると、「世の中を良くするためにやっているのだ」と仰り、カウンセリ

ングの中でその憤りや寂しさが語られます。 

 

そういえば、この秘帰属意識 というものは、どうも外国の人には理解しづらいよう

です。自分の所属する企業で帰属意識を高く持てるなら、おそらく日本人にとっては

充実して働くことが出来ているのではないかと思います。しかし、外国の方にはそれ

は当てはまらないみたいです。自身と会社との秘エンゲージメント という双方向型

の協力関係はあっても、自分から企業への一方的な思いである秘帰属意識 というこ

とに疑問を持たれてしまうのです。 



 

 

そうですね・・・多くの日本人は秘世の中 に対して一方的に秘帰属意識 を持つこ

とができてしまうのです。 

そして片想い的に秘世の中 に尽くした結果、何の見返りもなく見捨てられたと感

じた時に、ひどく裏切られた気持ちに打ちひしがれてしまわれます。 

カウンセリングでは、傷ついた人たちに見えている秘世の中 が浮き彫りになります。

「期待し過ぎていた」「一部分しか見ていなかった」などと哀しい現実も語られます。 

 

 冒頭で秘密』 について触れました。私たちが生きる上で他者を必要としてしまう

ことは認めざるを得ませんが、この他者と私との間には秘世の中 が漠然と存在して

いて、その世の中の持つ力が私たちに空気を読むことを覚えさせ、相手への忖度を学

ばせ、やがて秘密』 を作ってしまうのだと考えます。 

私が怖いと感じるのは、誰かに命じられて生まれた秘密』 ではなく、自分自身で勝

手に思い込んで生まれた秘密』 のほうなのです。「本人には言わないほうがいい」

「先方には知らせないほうがいい」などと誰に言われたわけでもないのに、それが正

しいことであり、誰かのためになると思ってしまうことから生じる秘密』 が、毎日、

数えきれない人間関係をこじれさせていますが、その具体的な内容はカウンセラーと

しての秘密』 です。 

ある意味で秘嘘 と秘密』 はよく似ています。秘密に耐えかねて嘘をついてしまう

ことも、嘘がつけずに秘密にしてしまうこともどちらも苦しいことです。 

 

カウンセリングで秘密』 という箱を開くためには、その人にとっての秘世の中 へ

の思いが重要なカギとなります。一通りの思いから解放されたとき、世知辛く厳しか

った秘世の中 が、捨てたものではない『世の中』に変わったりもします。このとき

同時進行で秘人間 も捨てたものではなくなり、『秘世の中 と『秘人間 は、やはり同

じ意味であったかと私はひとりで納得したりするのです。 
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